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輝く企業を目指して

東洋プレス工業株式会社
取締役社長 山岡清一

当社は，昭和１２年創業以来一貫して金属プ

レス加工業として，農業機械，自動車，特装

車（タンクローリーなど），土木などさまざ

まな業界に部品を供給してきた。１５００トンプ

レスをはじめ大型のプレス機械を多数有し，

他社ではなかなか出来ない，手を出さないも

のの加工を中心とし，また，特定の親会社を

持たず，下請け形態でありながら独立系の企

業として生き延びてきた。多数のお得意先を

有し，一つの業界の景気変動に対してのリス

クを回避するということ，転換の容易な加工

業に徹するということ，この２点を忠実に守

って経営してきたが，近年，安価で品質がク

リアーできれば世界中の何処からでも部品は

調達できるという時代になり，旧来おかれて

いた立場に安住できなくなってきた。競争相

手は世界になり，従来考えられなかったよう

な厳しい対応が求められるようになってきた。

数量の面，難易度の面，納期，品質の面，

等々まだまだ当社の優位性のあるものは多く

あるが，それも時間につれて先細りになるこ

とは確実である。

何十年も前から，プレス加工に加えてもう

一つ柱を持ちたいという考えはあり，さまざ

まな開発品にトライしてきた。殆どのものが

失敗に終わったといっていい。技術が稚拙で

あった，売り方がわからなかった等さまざま

はじめに

な理由が挙げられるが，本当の理由は，これ

がダメでも本業があるという甘えがあったこ

とだと思う。もうひと頑張りすれば成功した

ものや大きな柱に育ったものがあったかもし

れない。しかし現在会社が存続していること

からみれば撤退するというその時点の経営判

断が正しかったということもできる。

しかし，現在は違う。新たな柱なしには将

来がないと思っている。

約２年前から，当社は全く新しい機能部品

の用途開発に取り組んでいる。回転摩擦装置

という，世界で唯一の機構である。ガイアド

ライブと名づけている。この機構との出会い

は，私の高校の同窓生が，ある関係で特許の

専用実施権を持っていたこと，その本人が製

造業と全く無縁の立場にいたために，私に用

途開発を全面的に依頼してきたこと，この部

品を利用して私の大学の同窓生（現理工学部

の教授）がある装置の試作，実験をしていた

ことと，さまざまな偶然が重なったものであ

った。そして，自分でタッチするなど全く考

えてもいなかった時期にこの機構を見て，そ

の斬新さ，汎用性，性能に大きな興味を持っ

ていたこともあり，それらを含めて，とにか

回転摩擦装置という新たな機構

ガイアドライブ（第二回モノづくり部品大賞入賞）



くこれを世に出すことが，自分に課せられた

使命ではないか，また，企業としても大きく

脱皮するための大きな力になるのではないか

と考えたことが，ガイアドライブの用途開発

に力を注ぐ現状に到った理由である。

約２年間開発を進めている。その成果とし

ては，ヤンマー大型コンバインに安全装置と

して全面的に採用され，非常に高い評価を受

けている。また，広島県の企業に新規開発の

脳外科手術用のコントロール装置として採用

され，他の方法でコントロールするコストの

１０分の１以下で済んだと，これも大きな評価

をいただいている。照明器具業界をはじめ，

その他からも引き合いが多くあり，試作品を

何社にも納入している。また，関東のある高

さまざまな可能性を求めて

校の担当教諭から，自校生徒グループが製作

してコンテストに出るソーラーカーにブレー

キ，クラッチとして使いたいとの強い要望が

あり，当社が製作して寄付している。まだま

だ，大きな収益をあげる段階には到っていな

いが，この２，３年の間には，会社を支える，

また脱皮させる大きな力に育て上げるつもり

である。また公的な開発助成の認定をいただ

き，現在，高専の研究室と共同でロボットフ

ィンガーへの適用の研究も進めている。

決して当社は現在輝く企業ではないと思う。

輝く企業に脱皮すべく，研究開発に日々努力

していきたい。
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ガイアドライブの特徴・用途・使用例
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